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6000-4000 = 2000kwh →学生要因 高 

4000 → NUCT の維持、研究施設の稼働 

 

             こちらにアプローチ 

WEEKDAY WORKING 平日の研究活動促進 

→ 3000kwh ほどへの省電力の見込み 



平日から半分の消費電力へ 

研究者の労働環境整備が重要 ！！ 


